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インターバンクの声 （2014 年 9 月 16 日） 
 

先週の金曜日に発表された８月の米小売売上高や９月のミシガン大学消費

者信頼感がともに堅調な結果となり、長期の米国債利回りも上昇となった。

ところが、米連邦公開市場委員会（FOMC）の１６－１７日開催が近いとあっ

てか、ドル円は１０７円台、ユーロ・ドルも１．２９ドル台から離脱するよ

うな値動きとはならなかった。そうした相場展開の中、東京市場が休場の昨

日は、豪ドル相場がアジア時間に限られたものの半年ぶりに０．９０ドル台

を下回り、新たなレンジ相場に入り込むのかどうか微妙な局面を迎えている。

ただ、今回の豪ドルの値下がりが、８日から僅か一週間ばかりで４００ポイ

ントとなっていることから、昨日の０．９０ドル割れで一旦は下げ相場がひ

と段落する可能性もある。それを確認するのに格好の材料ともなる前回の RBA

理事会の議事要旨の発表が今日あるが、それが済めば、明日はいよいよ市場

の利上げ観測が再び冷めるのかヒートアップするかで全く違った相場展開に

なる米 FOMCだ。 
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